






要約:現在抗HTLV-1抗体の検出に用いられているWB法ではenv蛋白の抗体が検出しにくい

傾向にあり、使用する抗原によっても差をみることが知られている。これに関する実験と

して、部分精製抗原によるWB 法の試みを行っている。すなわち、硫酸化セルロファインお

よび ConA-Sepharose ゲルカラムを用い、HTLV-1 抗原の精製を行い、これら 2 通りの部分

精製抗原をブレンドし、SDS-PAGE にて展開後、WB法にてニトロセルロース膜に転写し、抗

体検出用抗原とした。この抗原は、キャリア血清、ATL 患者血清との反応でそれらの抗体

と反応し gag 蛋白及び env 蛋白のバンドを明瞭に示すことが判った。 


